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基本的なインフラ チェックの実施

ストレージ システムのプロトコル設定の確認

ONTAP NFS TCP最大転送サイズを確認する

NFSの場合、読み取りと書き込みのTCP最大転送サイズがパフォーマンスの問題を引き
起こしているかどうかを確認できます。サイズがパフォーマンスを低下させていると思
われる場合は、サイズを増やすことができます。

開始する前に

• このタスクを実行するには、クラスタ管理者の権限が必要です。

• このタスクを実行するには、advanced権限レベルのコマンドを使用する必要があります。

手順

1. advanced権限レベルに切り替えます。

set -privilege advanced

2. TCP 最大転送サイズを確認します：

vserver nfs show -vserver vserver_name -instance

3. TCP 最大転送サイズが小さすぎる場合は、サイズを大きくします：

vserver nfs modify -vserver vserver_name -tcp-max-xfer-size integer

4. admin権限レベルに戻ります。

set -privilege admin

例

次の例では、 `SVM1`の TCP 最大転送サイズを 1048576 に変更します：

cluster1::*> vserver nfs modify -vserver SVM1 -tcp-max-xfer-size 1048576

ONTAP iSCSI TCP 読み取り / 書き込みサイズを確認する

iSCSIの場合、TCPの読み取り / 書き込みサイズを確認することで、サイズ設定がパフォ
ーマンスの問題を引き起こしているかどうかを判断できます。サイズが問題の原因であ
る場合は、修正することができます。

開始する前に

このタスクには、advanced権限レベルのコマンドが必要です。
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手順

1. advanced権限レベルに切り替えます。

set -privilege advanced

2. TCP ウィンドウサイズの設定を確認します：

vserver iscsi show -vserv,er vserver_name -instance

3. TCP ウィンドウサイズ設定を変更します：

vserver iscsi modify -vserver vserver_name -tcp-window-size integer

4. admin権限に戻ります。

set -privilege admin

例

次の例では、 `SVM1`の TCP ウィンドウサイズを 131,400 バイトに変更します：

cluster1::*> vserver iscsi modify -vserver vs1 -tcp-window-size 131400

ONTAP CIFS/SMBマルチプレックス設定を確認する

低速なCIFSネットワークが原因でパフォーマンスの問題を引き起こしている場合は、多
重化設定を変更して対処することができます。

手順

1. CIFS多重化設定を確認します。

vserver cifs options show -vserver -vserver_name -instance

2. CIFS多重化設定を変更します。

vserver cifs options modify –vserver -vserver_name –max-mpx integer

例

次の例では、 `SVM1`の最大多重化カウントを255に変更します：

cluster1::> vserver cifs options modify -vserver SVM1 -max-mpx 255

ONTAP FC アダプタのポート速度を確認する

パフォーマンスを最適化するには、アダプタのターゲットポートの速度を接続先デバイ
スの速度と一致させる必要があります。ポートが自動ネゴシエーションに設定されてい
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る場合、テイクオーバーとギブバック、またはその他の中断後の再接続に時間がかかる
ことがあります。

開始する前に

このアダプタをホームポートとして使用するすべてのLIFはオフラインである必要があります。

手順

1. アダプタをオフラインにします。

network fcp adapter modify -node nodename -adapter adapter -state down

`network fcp adapter modify`

の詳細については、link:https://docs.netapp.com/us-en/ontap-cli/network-fcp-

adapter-modify.html["ONTAPコマンド リファレンス"^]を参照してください。

2. ポート アダプタの最大速度を確認します。

fcp adapter show -instance

`fcp adapter show`の詳細については、link:https://docs.netapp.com/us-

en/ontap-cli/network-fcp-adapter-show.html["ONTAPコマンド リファレンス

"^]を参照してください。

3. 必要に応じてポート速度を変更します：

network fcp adapter modify -node nodename -adapter adapter -speed

{1|2|4|8|10|16|auto}

4. アダプタをオンラインにします：

network fcp adapter modify -node nodename -adapter adapter -state up

5. アダプタのすべてのLIFをオンラインにします。

network interface modify -vserver * -lif * { -home-node node1 -home-port e0c }

-status-admin up

`network interface modify`

の詳細については、link:https://docs.netapp.com/us-en/ontap-cli/network-

interface-modify.html["ONTAPコマンド リファレンス"^]を参照してください。

例

次の例では、 `node1`のアダプタ `0d`のポート速度を 2 Gbps に変更します：
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cluster1::> network fcp adapter modify -node node1 -adapter 0d -speed 2

データスイッチのONTAPネットワーク設定を確認する

クライアント、サーバ、ストレージ システム（ネットワーク エンドポイント）で
はMTU設定を同じにする必要がありますが、NICやスイッチなどの中間ネットワーク デ
バイスは、パフォーマンスに影響しないように、MTUをそれぞれの最大値に設定する必
要があります。

最大限のパフォーマンスを実現するためには、ネットワーク内のすべてのコンポーネントがジャンボ フレー
ム（9000バイトのIP、イーサネットを含めれば9022バイト）を転送できることが必要です。データ スイッチ
は9022バイト以上に設定する必要がありますが、ほとんどのスイッチでは標準値の9216で問題ありません。

手順

1. データ スイッチのMTUサイズが9022以上に設定されていることを確認します。

詳細については、スイッチ ベンダーのマニュアルを参照してください。

ストレージシステムのONTAP MTUネットワーク設定を確認し
ます

ストレージ システムのネットワーク設定がクライアントまたは他のネットワーク エンド
ポイントの設定と同じでない場合、設定を変更することができます。管理ネットワーク
のMTU設定は1500に設定されていますが、データ ネットワークのMTUサイズは9000に
してください。

タスク概要

ブロードキャストドメイン内のすべてのポートは、管理トラフィックを処理するe0Mポートを除き、同
じMTUサイズを持ちます。ポートがブロードキャストドメインの一部である場合は、 `broadcast-domain

modify`コマンドを使用して、変更されたブロードキャストドメイン内のすべてのポートのMTUを変更しま
す。

NICやデータスイッチなどの中間ネットワークデバイスは、ネットワークエンドポイントよりも高いMTUサイ
ズに設定できることに注意してください。詳細については、"データ スイッチのネットワーク設定の確認"をご
覧ください。

手順

1. ストレージ システムのMTUポート設定を確認します。

network port show -instance
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`network port show`の詳細については、link:https://docs.netapp.com/us-

en/ontap-cli/network-port-show.html["ONTAPコマンド リファレンス

"^]を参照してください。

2. ポートで使用されているブロードキャスト ドメインのMTUを変更します。

network port broadcast-domain modify -ipspace ipspace -broadcast-domain

broadcast_domain -mtu new _mtu

例

次の例は、MTUポート設定を9000に変更します。

network port broadcast-domain modify -ipspace Cluster -broadcast-domain

Cluster -mtu 9000

ONTAPディスクのスループットとレイテンシを確認する

トラブルシューティングに役立てるために、クラスタノードのディスクスループットと
レイテンシのメトリックを確認できます。

タスク概要

このタスクには、advanced権限レベルのコマンドが必要です。

手順

1. advanced権限レベルに切り替えます。

set -privilege advanced

2. ディスクのスループットとレイテンシの指標を確認します。

statistics disk show -sort-key latency

例

次の例では、 `cluster1`上の `node2`の各ユーザーの読み取り / 書き込み操作の合計を表示します：
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::*> statistics disk show -sort-key latency

cluster1 : 8/24/2015 12:44:15

                    Busy Total Read  Write  Read    Write   *Latency

  Disk       Node  (%)   Ops   Ops   Ops   (Bps)    (Bps)       (us)

------------ ----   ---- ----   ----- ----- ------   -----    -----

1.10.20      node2     4    5       3     2  95232  367616    23806

1.10.8       node2     4    5       3     2 138240  386048    22113

1.10.6       node2     3    4       2     2  48128  371712    19113

1.10.19      node2     4    6       3     2 102400  443392    19106

1.10.11      node2     4    4       2     2 122880  408576    17713

関連情報

• "statistics disk show"

ONTAPスループットとノード間のレイテンシを確認する

`network test-

path`コマンドを使用すると、ネットワークのボトルネックを特定したり、ノード間のネットワー
クパスを事前に検証したりできます。このコマンドは、クラスタ間ノード間またはクラスタ内ノー
ド間で実行できます。

開始する前に

• このタスクを実行するには、クラスタ管理者である必要があります。

• このタスクには、advanced権限レベルのコマンドが必要です。

• クラスタ間のパスの場合、ソース クラスタとデスティネーション クラスタがピアリングされている必要
があります。

タスク概要

ノード間のネットワーク パフォーマンスが、パス構成に対して期待される値にならない場合があります。た
とえば、ソース クラスタとデスティネーション クラスタの間のリンクが10GbEの場合でも、SnapMirrorレプ
リケーション処理による大量のデータ転送では1Gbpsの伝送速度が観察されることがあります。

`network test-

path`コマンドを使用して、ノード間のスループットとレイテンシを測定できます。このコマンド
は、クラスタ間ノード間またはクラスタ内ノード間で実行できます。

このテストはネットワーク パスが一杯になるまでデータを投入するため、システムがビジーで
なく、ノード間にネットワーク トラフィックが集中していないときに実行してください。テス
トは10秒後にタイムアウトします。このコマンドはONTAP 9のノード間でのみ実行できます。
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この `session-type`オプションは、ネットワークパス上で実行している操作の種類を識別します。たとえ
ば、リモート宛先へのSnapMirrorレプリケーションの場合は「AsyncMirrorRemote」です。種類によってテス
トで使用されるデータ量が決まります。次の表はセッションタイプを定義しています：

セッションタイプ 概要

AsyncMirrorLocal 同じクラスタ内のノード間でSnapMirrorによって使用
される設定

AsyncMirrorRemote 異なるクラスター内のノード間でSnapMirrorによって
使用される設定（デフォルトタイプ）

RemoteDataTransfer 同じクラスタ内のノード間のリモートデータアクセ
スにONTAPが使用する設定（たとえば、別のノード
のボリュームに保存されているファイルに対するノ
ードへのNFS要求）

手順

1. advanced権限レベルに切り替えます。

set -privilege advanced

2. ノード間のスループットとレイテンシを測定します。

network test-path -source-node source_nodename |local -destination-cluster

destination_clustername -destination-node destination_nodename -session-type

Default|AsyncMirrorLocal|AsyncMirrorRemote|SyncMirrorRemote|RemoteDataTransfer

ソースノードはローカルクラスタ内に存在する必要があります。宛先ノードはローカルクラスタ内または
ピアクラスタ内に存在できます。 `-source-node`に「local」を指定すると、コマンドを実行するノードが
指定されます。

次のコマンドは、ローカルクラスタ上の `node1`と `cluster2`上の `node3`間のSnapMirrorタイプのレプリ
ケーション操作のスループットと待機時間を測定します：

cluster1::> network test-path -source-node node1 -destination-cluster

cluster2 -destination-node node3 -session-type AsyncMirrorRemote

出力例（出力の詳細は、ONTAPのバージョンによって異なります）：

Test Duration:      10.88 secs

Send Throughput:    18.23 MB/sec

Receive Throughput: 18.23 MB/sec

MB sent:            198.31

MB received:        198.31

Avg latency in ms:  2301.47
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`network test-path`の詳細については、link:https://docs.netapp.com/us-

en/ontap-cli/network-test-path.html["ONTAPコマンド リファレンス

"^]を参照してください。

3. admin権限に戻ります。

set -privilege admin

終了後の操作

パス構成に対して期待される値を得られない場合は、ノードのパフォーマンス統計の確認、ツールを使用した
ネットワークの問題の切り分け、スイッチ設定の確認などを行います。
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